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日本の最終エネルギー消費の半分以上は熱

出所：経済産業省資料

■熱利用の脱炭素化が進まなければ、カーボンゼロは実現できない
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出所：日本木質バイオマスエネルギー協会「バイオマスエネルギーデータブック2018」

■日本全体では、産業用熱が５５％



■日本の最終エネルギー需要の半分は熱で、その半分以上は産業用熱

■電気は太陽光や風力でも発電でき、給湯や暖房はヒートポンプや
太陽熱、地中熱等でも供給できる。

■一方、中高温の産業用熱は水素や合成燃料が考えられているが、まだ
実用化の途中であり、現状では非常に高価

■今後バイオマスは、もっぱら他の再生可能エネルギーでは供給が難
しい分野、特に中高温の産業用熱利用と液体輸送燃料に向けていく
べきだと考えられる
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図：熱の主な供給方法
出所：資源エネルギー庁資料



表：バイオマス発電と熱利用の特徴の比較

発 電 熱 利 用

経済性 FIT等の支援がないと、
継続は困難

燃料コストは化石燃料より安い
（現状では導入費が高価）

希少性・
代替性

太陽光・風力の発電コスト
は化石燃料より安くなりつ
つある

短中期的に中温以上の再エネ
熱として貴重

気候変動
対策効果

発電効率は概ね30％台
以下、気候変動対策効果
は限定的

利用効率90％以上も可能
他の再エネに匹敵する削減効
果
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バイオマス産業用熱利用の現状

出所：令和４年度エネルギー需給構造高度化対
策に関する調査等事業（工業炉及び産業用ボイ
ラにおける二酸化炭素排出等実態調査）

6

図4：世界のバイオエネルギー利用の内訳（2020年）

図：世界のバイオエネルギー利用の内訳（2020年）
出所：自然エネルギー世界白書2022

図：2030年に向けた木質バイオマス熱利用導入目標案
（日本木質バイオマスエネルギー協会作成）

産業用ボイラユーザーへのアンケート調査
■木質バイオマス利用における産業用
熱利用の割合は高いが、産業用熱
需要側から見ると、バイオマス熱は
現状では、ごく一部

https://www.npobin.net/hakusho/2024/images/fig_04.png


■2025年2月、日本政府は2035年度に2013年度の温室効果ガス排出を60％削
減、2040年度に同73％削減する目標を国連気候変動枠組み条約事務局に提出
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出所：藤井実ほか「廃棄物の高度な地域熱利用のための技術・社会システムに関する研究」
https://www.erca.go.jp/suishinhi/seika/db/pdf/end_houkoku/3-1709.pdf 
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那珂川バイオマスの事例（栃木県那賀川町）
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出所：バイオマス白書2022

規模 チップ使用量(年) 補助金/FIT支援

那賀川バイオマス 4,000kW 1.1万ｔ 導入時に2.5億円のみ

FITバイオマス発電 2,000kW ３万ｔ 20年間で86億円

表：熱利用とバイオマス発電の比較

■地域の未利用材を
蒸気ボイラーに使用

■蒸気は軽量発泡
コンクリート工場に
供給

■バイオマス熱売り事業

■排熱は温室栽培に
利用
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工業団地でのバイオマスボイラー
導入（箱崎ユーティリティ）



11■熱利用では、原則、地域のバイオマス資源を利用
エネルギー事業の他に、林業、陸運業（輸送）部門の雇用が多い

出所：バイオマス産業社会ネットワーク第172回研究会 ラウパッハ スミヤ ヨーク教授資料

長野県での試算



将来のバイオマス利用のモデル案
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出所：バイオマス白書2022



バイオマス熱の課題と今後の対応策

課題

■高い初期コスト、燃料供給の不安定さ、技術者不足、
ユーザーの理解不足、助成制度が使いにくい等

対応策

■支援制度の充実 導入支援、人材育成

■エネルギーサービス会社の拡充

熱売り事業、ESCO事業、導入支援

■バイオマス熱利用ユーザー協会

情報共有、省庁への提言等
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木質バイオマスによる産業用等
熱利用導入ガイドブック

 ２０１８年度林野庁事業で日本木質バイオマスエネルギー
協会が作成

木質バイオマス熱利用についての
基礎知識

木質バイオマスを利用した産業用
熱利用の事例を紹介
https://jwba.or.jp/library/jwba-sangyou-guidebook/
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バイオマスの産業熱利用事例
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出典：バイオマス白書２０２２



日本木質バイオマスエネルギー協会

蒸気ボイラー導入促進調査 報告書 2022年度

２０２２年度林野庁等事業

木質バイオマス蒸気ボイラーの最新状況について調査

https://jwba.or.jp/activity/presentation-notes/
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同報告書より



バイオマス産業社会ネットワークWebサイト 研究会－過去の研究会

https://www.npobin.net/research/data/196thMatsuzaki.pdf
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NPO法人バイオマス産業社会ネットワーク（BIN）の概要

• 1999年設立（2004年NPO法人化）

• バイオマスの持続可能な利用推進のための普及啓発活動等

• 月１回ペースでの研究会の開催

• バイオマス白書等の作成（サイト版および小冊子版）

http://www.npobin.net/

・メーリングリスト、メールマガジン

• バイオマスに関する調査、提言、アドバイス等

〒277-0945千葉県柏市しいの木台3-15-12

Tel:047-389-1552 Fax:047-389-1552

E-mail:mail@npobin.net https://www.npobin.net

http://www.npobin.net/
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